
○ 日　　時　　

○ 場　　所　　

○ 出席者　　委 員 長　　　：森自立支援局長

　　　　　　 副委員長　　 ：小野研究所長
　　　　　　 委　　　員　　

（事務局） 西村企画課長、秋山調整係長

【新規承認件数】

　5件

（新規承認課題一覧）

所　 属　 等 氏　　　名
31-47 研究所義肢装具技術研究部 中村康二 医学

31-49 研究所脳機能系障害研究部
室長

幕内充 医学

31-51 病院看護部 押越梢 医学

31-56 研究所障害工学研究部 河村拓実 工学

31-57 研究所障害工学研究部 河村拓実 工学

【新規条件付き承認件数】

　2件

【新規不承認件数】

　1件

【変更・継続承認件数】

　7件(変更7件,継続0件)

【変更・継続条件付き承認件数】

　1件(変更1件,継続0件)

【終了・中止・休止報告件数】

　0件(終了0件,中止0件,休止0件)

【迅速審査結果報告件数】

　12件(新規7件,変更5件,継続0件)

（新規承認課題一覧）

所　 属　 等 氏　　　名
31-35 病院リハビリテーション部言語

聴覚療法
角田航平 医学 学齢期吃音児が抱える困難を包括的に評価する質問紙OASES-S-J（試案）の標準化

R1.7.2

31-39 自立支援局第一自立訓練部
視覚機能訓練課長

下山敬寛 社会・教育 自立訓練（機能訓練）終了者（視覚障害）等に関するアンケート調査
R1.7.2

31-43 病院リハビリテーション部言語
聴覚療法

阿部彩花 医学 後天性小児失語例の言語力の自己認識および学習の実態に関する調査
R1.7.2

31-45 病院リハビリテーション部言語
聴覚療法

角田航平 論文・その他 リッカム・プログラムを導入した学齢期吃音の１例 －プログラム実施上の留意点の検討－
R1.7.2

31-46 病院リハビリテーション部長 浦上裕子 論文・その他 記憶障害が遷延した右尾状核出血に対するリハビリテーション
R1.7.2

【条件付き承認案件の承認状況の報告】
　4件(新規3件,変更1件,継続0件)

（新規承認課題一覧）

所　 属　 等 氏　　　名
31-32 病院リハビリテーション部理学

療法
清水麻由子 論文・その他 下腿切断者の歩行自立度に関係する要因－片側切断と両側切断の比較－

R1.6.3

31-33 病院リハビリテーション部言語
聴覚療法

大畑秀央 医学 埼玉県における失語症者向け意思疎通支援事業についてのニーズ調査
R1.6.14

31-40 自立支援局理療教育・就労支
援部理療教育課長

柴原繁俊 社会・教育 中高年視覚障害者の学習方法に関する調査－あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師国家試験合格の
ための要件－ R1.7.26

国立障害者リハビリテーションセンター

令和元年度

第2回倫理審査委員会【議事要旨】

承認日

：角田弁護士、千木良弁護士、筒井教授、西牧病院長､緒方障害者健康増進･運動医科学支援センター長、
浦上リハビリテーション部長、大舘看護部長、三好総合相談支援部長、金子第一自立訓練部長、
後藤第二自立訓練部長、井上福祉機器開発部長、世古感覚機能系障害研究部長、
和田発達障害研究室長、中村脳神経科学研究室長、関口企画・情報部長

研究課題名又は論文等の題名

義肢ソケットが断端の血流に及ぼす影響に関する研究

言語的コミュニケーションの神経メカニズムの検討

高次脳機能障害のある患者の在宅生活における内服管理の実態調査

遠隔操作ロボットの操作にかかる負荷の低減に関する研究 -操作映像の倍率および奥行き手がかりが遠隔操作ロボットの
運動の予測に及ぼす影響の検討-

障害者による自己完結が可能な遠隔・接触型作業の抽出と実現に関する基礎検討 -実行可能な作業の選定およびプロトタ
イプシステムの開発-

※1　新規7件中、2件は条件付き承認
※2　変更・継続5件は全件承認

受付
番号

申　　　　　請　　　　　者
分野

国立障害者リハビリテーションセンター本館４F小会議室１

令和元年7月29日（月）13：30～15：30

申　　　　　請　　　　　者
分野

研究課題名又は論文等の題名

研究課題名又は論文等の題名 承認日
受付
番号

申　　　　　請　　　　　者
分野

受付
番号


